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ご利用までの流れ
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午前・午後 各部35名

①要介護・要支援・事業対象の認定を
受けられている方

②今よりも少しでも良くなりたいという
意思・意欲のある方

③当施設での運動が可能な方
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送迎車両への乗降も機能訓練の一環として考え
ますので、福祉車両での送迎は行っておりませ
ん。

※また、気兼ねなくご利用いただけるよう、施設名
が入っていない車両でお迎えに上がります。

※利用に際しましては、事前に「体験利用」をして
いただきます。

※介護保険サービスですので、ご利用のご検討等につきましては、予めケアマネージャーにご相談下さい。

ご利用
対象者 送迎

体験・見学
担当者会議・

契約
利用開始

ご利用料金（単位一覧）

介護度 午前の部 午後の部 請求算定

要介護１ 388単位/1回 370単位/1回 1日あたり

要介護２ 444単位/1回 423単位/1回 1日あたり

要介護３ 502単位/1回 479単位/1回 1日あたり

要介護４ 560単位/1回 533単位/1回 1日あたり

要介護５ 617単位/1回 588単位/1回 1日あたり

要支援１・
事業対象者

436単位/1回 月3回まで

1,798単位/1月 月4回以上

要支援２
447単位/1回 月7回まで

3,621単位/1月 月8回以上

区分 加算名 請求算定

要
介
護

●個別機能訓練加算Ⅰ/ロ 76単位/1回

●個別機能訓練加算Ⅱ 20単位/月

●ＡＤＬ維持等加算Ⅰ 30単位/月

●科学的介護推進体制加算 40単位/月

口腔機能向上加算Ⅱ（希望者） 160単位/1回
（月2回）

要
支
援

●科学的介護推進体制加算 40単位/月

口腔機能向上加算Ⅱ（希望者） 160単位/月
（月2回）

共通 ●介護職員等処遇改善加算Ⅱ 総額の9.0%

基本 加算

自費 料金

昼食代（１食あたり） 680円（非課税）

嗜好品・品代（１回あたり） 220円（税込）

自費

リボンリハビリセンター

※時間帯やご利用内容によって異なりますので、詳細はお問い合わせください。
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私はアスリートとしてたくさんの結果を残してきましたが、一方では喘息の対処や怪我による
リハビリの毎日で、医療はなくてはならない存在でした。病気や身体の変化を受け入れ、それ
を解決する方法を模索する日々でもありました。
その結果、今は誰よりも病気や身体の悩みを身近に考えるようになりました。大介護時代に
入った現在、健康の大切さや身体の悩みを少しでも一緒に解決したいという思いで、リボンリ
ハビリセンターを開設しました。
地域にとって、皆様にとって悩みを共に解決する方法を考える一番身近な介護施設でありたい
と考えており、今ある最高のリハビリテーション環境をご用意いたしました。
日本の最高の医療機関・研究機関と連携し、常に最新のリハビリ技術を提供し、予防と身体的
悩みに対応します。
そして、皆様のこれからの人生の最良のパートナーとしてあり続けたいと考えております。

株式会社two.seven 代表取締役

清水 宏保

代表挨拶

リボンリハビリセンターの特徴
リボンリハビリセンターは、「リハビリ・ADL・生活機能向上」を目指したデイサービスです。
国家資格を持ったリハビリ専門職や看護師・介護福祉士等が、何をすれば心身機能の回復・維持・改善、生活機能の向
上ができるのか、利用者様と一緒に取り組み、介護度の悪化を防ぎ、運動・口腔・社会参加への向上へとつなげていき
ます。「運動による身体機能維持・向上」「退院後のリハビリ継続」「閉じこもりによる廃用予防」「他者と交流した
い」等を目的とされる方に最適です。

ご利用時の流れ

利用開始時に身体評価を
行います。その評価を基
に各分野の最適なリハビ
リ・運動メニューを考案
し、機能訓練を提供して
いきます。

◎3か月に一度、再評価
を行います。
◎ケアマネージャー・家
族に状況をフィードバッ
クします。

オーダーメイドのリハビ
リ計画により個々の既往
歴・服薬状況の確認や、
当日の身体状況（バイタ
ル・問診等）管理を行い
ますので、疾患がある方
（脳卒中後・糖尿病・肝
疾患・心疾患・腎疾患・
整形疾患等）でも安心し
てご利用いただけます。

リスク管理 身体評価

豊富な運動メニュー

・セラピストによるADL向上訓練
・各種マシントレーニング
・レッドコード
・歩行訓練
・バランス訓練
・マット訓練
・リラクゼーション 等
身体評価に基づき豊富なメニュー
を提供します。

9:20 10:00 12:20 12:30 13:25

施設到着
バイタルチェック
準備体操
口腔体操

リハビリ開始 バイタルチェック 昼食 利用終了
施設出発

ご自宅まで
お迎え

午前と午後の２部制となっております。
午前の部をご利用の方は、昼食をご用意いたします。

午後の部 サービス提供時間：13時30分～16時35分（3時間05分）

13:30 14:00 16:30 16:35

施設到着
バイタルチェック
準備体操
口腔体操

リハビリ開始 バイタルチェック 利用終了
施設出発

ご自宅まで
お迎え
※提供時間より
早い到着となり
ます

ご自宅まで
お送り

午後の部をご利用の方は、リハビリのみ実施します。

午前の部

新規ご利用枠

午後の部

・要介護1～5
・要支援1・2
・事業対象

の方

・要介護1～5
の方

リハビリ・サービス内容

個別機能訓練・グループエクササイズ

主にＡＤＬ向上を目的として、機能訓練指導員が個々に必要なリハビリメニューを身体評価を基に作成し、提
供します。
利用者様には、より活動的に動いていただくことで生活機能を高める運動を行います。（身体評価・状況に応
じて2～3名の小集団による運動を中心に行っていきます。）
※ＡＤＬ向上を目的としているため、マッサージは実施いたしません。

マシントレーニング ワットバイク

口腔機能向上訓練

リラクゼーション

空気圧式筋力トレーニングマシン(ＨＵＲマシン)での筋
力強化、リカンベントバイク、トレッドミル等による有
酸素運動等を効果的かつ安全に使用できるよう、スタッ
フ指導のもと実施致します。

世界一実走に近い自転
車トレーニングと言わ
れており、ＡＤＬ訓練
としても有用です。
モニターにリアルタイ
ムで左右の脚力の出力
パターン、バランスが
表示されることから正
しい体の使い方を習得

でき、リハビリにも高い効果があります。英国自転車連盟
が公認する唯一の室内バイクです。アスリートからフィッ
トネス、リハビリ目的のユーザーまで広く普及しています。

機能訓練の合間にリラク
ゼーションを取り入れ、心
身のリラックス・リフレッ
シュを行い、機能訓練の効
率化を図ります。

口腔機能を保つことで十分な栄養を
摂取でき、身体の活動量増加や社会
参加も充実するなど、様々な場面で
良い影響を与えます。また、口内の
細菌増加を抑え、肺炎などの感染症
を予防します。
定期的な指導や体操を取り組むこと
で口腔機能の低下を予防し、関連す
る身体機能の維持を図ります。

午前の部 サービス提供時間：9時20分～13時25分（4時間05分）

ご自宅まで
お送り
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表示されることから正
しい体の使い方を習得

でき、リハビリにも高い効果があります。英国自転車連盟
が公認する唯一の室内バイクです。アスリートからフィッ
トネス、リハビリ目的のユーザーまで広く普及しています。

機能訓練の合間にリラク
ゼーションを取り入れ、心
身のリラックス・リフレッ
シュを行い、機能訓練の効
率化を図ります。

口腔機能を保つことで十分な栄養を
摂取でき、身体の活動量増加や社会
参加も充実するなど、様々な場面で
良い影響を与えます。また、口内の
細菌増加を抑え、肺炎などの感染症
を予防します。
定期的な指導や体操を取り組むこと
で口腔機能の低下を予防し、関連す
る身体機能の維持を図ります。

午前の部 サービス提供時間：9時20分～13時25分（4時間05分）

ご自宅まで
お送り

私はアスリートとしてたくさんの結果を残してきましたが、一方では喘息の対処や怪我による
リハビリの毎日で、医療はなくてはならない存在でした。病気や身体の変化を受け入れ、それ
を解決する方法を模索する日々でもありました。
その結果、今は誰よりも病気や身体の悩みを身近に考えるようになりました。大介護時代に
入った現在、健康の大切さや身体の悩みを少しでも一緒に解決したいという思いで、リボンリ
ハビリセンターを開設しました。
地域にとって、皆様にとって悩みを共に解決する方法を考える一番身近な介護施設でありたい
と考えており、今ある最高のリハビリテーション環境をご用意いたしました。
日本の最高の医療機関・研究機関と連携し、常に最新のリハビリ技術を提供し、予防と身体的
悩みに対応します。
そして、皆様のこれからの人生の最良のパートナーとしてあり続けたいと考えております。

株式会社two.seven 代表取締役

清水 宏保

代表挨拶

リボンリハビリセンターの特徴
リボンリハビリセンターは、「リハビリ・ADL・生活機能向上」を目指したデイサービスです。
国家資格を持ったリハビリ専門職や看護師・介護福祉士等が、何をすれば心身機能の回復・維持・改善、生活機能の向
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ご利用時の流れ
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・各種マシントレーニング
・レッドコード
・歩行訓練
・バランス訓練
・マット訓練
・リラクゼーション 等
身体評価に基づき豊富なメニュー
を提供します。

9:20 10:00 12:20 12:30 13:25

施設到着
バイタルチェック
準備体操
口腔体操

リハビリ開始 バイタルチェック 昼食 利用終了
施設出発

ご自宅まで
お迎え

午前と午後の２部制となっております。
午前の部をご利用の方は、昼食をご用意いたします。

午後の部 サービス提供時間：13時30分～16時35分（3時間05分）

13:30 14:00 16:30 16:35

施設到着
バイタルチェック
準備体操
口腔体操

リハビリ開始 バイタルチェック 利用終了
施設出発

ご自宅まで
お迎え
※提供時間より
早い到着となり
ます

ご自宅まで
お送り

午後の部をご利用の方は、リハビリのみ実施します。

午前の部

新規ご利用枠

午後の部

・要介護1～5
・要支援1・2
・事業対象

の方

・要介護1～5
の方

リハビリ・サービス内容

個別機能訓練・グループエクササイズ

主にＡＤＬ向上を目的として、機能訓練指導員が個々に必要なリハビリメニューを身体評価を基に作成し、提
供します。
利用者様には、より活動的に動いていただくことで生活機能を高める運動を行います。（身体評価・状況に応
じて2～3名の小集団による運動を中心に行っていきます。）
※ＡＤＬ向上を目的としているため、マッサージは実施いたしません。

マシントレーニング ワットバイク

口腔機能向上訓練

リラクゼーション

空気圧式筋力トレーニングマシン(ＨＵＲマシン)での筋
力強化、リカンベントバイク、トレッドミル等による有
酸素運動等を効果的かつ安全に使用できるよう、スタッ
フ指導のもと実施致します。

世界一実走に近い自転
車トレーニングと言わ
れており、ＡＤＬ訓練
としても有用です。
モニターにリアルタイ
ムで左右の脚力の出力
パターン、バランスが
表示されることから正
しい体の使い方を習得

でき、リハビリにも高い効果があります。英国自転車連盟
が公認する唯一の室内バイクです。アスリートからフィッ
トネス、リハビリ目的のユーザーまで広く普及しています。

機能訓練の合間にリラク
ゼーションを取り入れ、心
身のリラックス・リフレッ
シュを行い、機能訓練の効
率化を図ります。

口腔機能を保つことで十分な栄養を
摂取でき、身体の活動量増加や社会
参加も充実するなど、様々な場面で
良い影響を与えます。また、口内の
細菌増加を抑え、肺炎などの感染症
を予防します。
定期的な指導や体操を取り組むこと
で口腔機能の低下を予防し、関連す
る身体機能の維持を図ります。

午前の部 サービス提供時間：9時20分～13時25分（4時間05分）

ご自宅まで
お送り



リハビリ・生活機能向上デイサービス

リボンリハビリセンター
札幌市中央区宮の森1条6丁目2-15 TEL:011-622-0027

無 料 体 付受験 中

「ありがとう」を目指します

施設概要

ご利用までの流れ

施 設 名

住 所

提 供 地 区

定 員

リボンリハビリセンター

札幌市中央区宮の森1条6丁目2-15

中央区・西区

午前・午後 各部35名

①要介護・要支援・事業対象の認定を
受けられている方

②今よりも少しでも良くなりたいという
意思・意欲のある方

③当施設での運動が可能な方

運営︓株式会社two.seven http://27complete.jp

営 業 日

電 話 番 号

最 寄 り 駅

事業所番号

月～土曜日（日曜日・年末年始は休み）

011-622-0027

市営地下鉄東西線「西28丁目駅」

0170103535

ﾍﾞﾋﾞｰﾌｪｲｽﾌﾟﾗﾈｯﾂ

送迎車両への乗降も機能訓練の一環として考え
ますので、福祉車両での送迎は行っておりませ
ん。

※また、気兼ねなくご利用いただけるよう、施設名
が入っていない車両でお迎えに上がります。

※利用に際しましては、事前に「体験利用」をして
いただきます。

※介護保険サービスですので、ご利用のご検討等につきましては、予めケアマネージャーにご相談下さい。

ご利用
対象者 送迎

体験・見学
担当者会議・
契約

利用開始

ご利用料金（単位一覧）

介護度 午前の部 午後の部 請求算定

要介護１ 388単位/1回 370単位/1回 1日あたり

要介護２ 444単位/1回 423単位/1回 1日あたり

要介護３ 502単位/1回 479単位/1回 1日あたり

要介護４ 560単位/1回 533単位/1回 1日あたり

要介護５ 617単位/1回 588単位/1回 1日あたり

要支援１・
事業対象者

436単位/1回 月3回まで

1,798単位/1月 月4回以上

要支援２
447単位/1回 月7回まで

3,621単位/1月 月8回以上

区分 加算名 請求算定

要
介
護

●個別機能訓練加算Ⅰ/ロ 76単位/1回

●個別機能訓練加算Ⅱ 20単位/月

●ＡＤＬ維持等加算Ⅰ 30単位/月

●科学的介護推進体制加算 40単位/月

口腔機能向上加算Ⅱ（希望者） 160単位/1回
（月2回）

要
支
援

●科学的介護推進体制加算 40単位/月

口腔機能向上加算Ⅱ（希望者） 160単位/月
（月2回）

共通 ●介護職員等処遇改善加算Ⅱ 総額の9.0%

基本 加算

自費 料金

昼食代（１食あたり） 680円（非課税）

嗜好品・品代（１回あたり） 220円（税込）

自費

リボンリハビリセンター

※時間帯やご利用内容によって異なりますので、詳細はお問い合わせください。

ｾｶﾝﾄﾞｽﾄﾘｰﾄ


